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■ 計 画 の 構 成

■ 計 画 期 間と計 画 の見 直し

■ 文 化 財 の 保 存・活 用の主 体

■ 計 画 作 成 の 背 景と目的

１.はじめに

■ 計 画 の 対 象

本市は、官民協働により、豊かな自然の中で育まれてきた歴史文化に沿って多様な文化財を総合
的・一体的に保存・活用していくことを目的とし、文化財保護法第183条の3に基づく地域計画を作成
しました。本計画は、令和6年7月19日に文化庁長官の認定を受けました。

文 化 財 保 護 法 の 一 部 を 改 正 する 法 律 が 平 成 3 0（ 2 0 1 8 ）年 ６ 月 １ 日 に 国 会 で 成 立 、平 成 3 1
（ 2 0 1 9 ）年 ４月１日に改 正 法 が 施 行され 、新 たに同 法 に位 置 付 けられた 一 つ が「 文 化 財 保 存 活

用地域計画（以下、地域計画）」です。
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　本計画は、「文化財マスタープラン」と、「文化財アクションプラン」で構成します。

計画期間は、令和6（2024）年度～令和15（2033）年度までの10年間です。
計画内容は、必要に応じて見直しを行います。

計画の対象には、指定・登録文化財だけでな
く、市内各地の歴史文化を語る上で欠かせな
い未指定・未登録の文化財も含みます。

本市では、文化庁が示す文化財の体系図に
基づく6類型に明確に分類できない文化財も
含め、「ばしょ」や「いとなみ」、そして「もの」とい
った観点から把握し、計画の対象とします。

計画の対象範囲は、市全域です。

本市は、民間、専門家との相互理解・協力を深
め、文化財の保存・活用を推進していくことを
目指し、官民協働による文化財の保存・活用に
関わる主な主体を民間、専門家、行政に分けて
います。

１

相互理解と協力相互理解と協力

助言・協力等助言・協力等

民間

専門家

行政

官民協働による文化財の保存・活用官民協働による文化財の保存・活用

７. 文化財の保存・活用の主体
　本計画の推進にあたっては、民間と行政との相互理解と協力が不可欠です。
　また、官民協働のもと、多様な文化財を総合的・一体的に保存・活用してい
くためには、専門家からの助言・アドバイス等も欠かせません。
　本市は、民間、専門家との相互理解・協力を深め、文化財の保存・活用を推
進して行くことを目指し、官民協働による文化財の保存・活用に関わる主な主
体を民間、専門家、行政に分け、以下に整理します。

・所有者
・保存団体
・市民
・市民団体
・自治会
・まちづくり運営協議会
・商工・観光団体
・企業　　等

・所有者
・保存団体
・市民
・市民団体
・自治会
・まちづくり運営協議会
・商工・観光団体
・企業　　等

・市　文化財課
・市　関係課
・長崎県
・文化庁
・関係自治体　　等

・市　文化財課
・市　関係課
・長崎県
・文化庁
・関係自治体　　等・大学、研究機関　　等・大学、研究機関　　等

図　計画の対象とする文化財図　計画の対象とする文化財

図　文化財の保存・活用の主体の関係図　文化財の保存・活用の主体の関係



文化財 69 件 ＋ 1570 件

※令和４(2022) 年 11 月時点の件数

21 件 951 件

未指定文化財指定・登録文化財

本市は、北部九州、北松浦半島の北端部に位置し、北は玄海灘と
伊万里湾に面しています。広域にみると、海を挟んで朝鮮半島や
中国大陸に近い場所に位置しています。

その地理的環境から、本市は原始・古代から大陸文化渡来の地
となりました。平安時代には「松

ま つ ら

浦党」と呼ばれる武士団が、水軍
や貿易等で海を行き来していました。鎌倉時代には「蒙

も う

古
こ

襲
しゅう

来
ら い

（元寇）」の戦場となりますが、元軍船団が鷹島南岸で暴風雨にあ
い、鎌倉武士の活躍によって壊滅したことで知られています。

海と深く関わりのある歴史文化を物語る文化財を守り、活かす
様々な取組みが行われています。

■ 松 浦 市の 概 要

■ 松 浦 市の 文 化 財 の 概 要

「文 化 財マスタープラン」では、本 市 の 概 要や文 化 財 の 概 要を踏まえ、歴 史 文 化 の 特 徴を明らか
にし、文化財の保存・活用の目指す方向を設定します。

本市は、本計画作成にあたり、令和3（2021）年度に、市内に所在する文化財を総合的に把握するこ
とを目的として、文化財の現地調査や自治会における伝統的な活動、市民の文化財に対する意識に関
する調査等を行いました。現地調査、各種資料を踏まえた調査により、指定や登録文化財にとどまらず、
1639件の様々な文化財を把握することができました。今後も、継続的な調査の推進に取り組みます。

「ばしょ」「ばしょ」

遺跡、信仰の場、街道、航路、鉄道、
棚田、農漁村、名勝地、景勝地

「もの」「もの」 「いとなみ」「いとなみ」
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民俗慣習、民俗芸能、地名、
生業、民話、郷土食

建造物、絵画、彫刻、工芸品等、文献・
図画資料、考古・民俗資料、動物、植物
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・・・

２．文化財マスタープラン

図　北部九州における松浦市の位置図　北部九州における松浦市の位置

図　松浦氏の家紋図　松浦氏の家紋

図　文化財の概要図　文化財の概要
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図　松浦市の歴史文化の特徴図　松浦市の歴史文化の特徴

海辺や河岸等で火成活動や地殻
変動の痕跡を見ることができること

古来より豊かな海産物や農産物に
恵まれた地であり続けていること

海を行き来した武士団「松浦党」の
歴史文化が語り継がれていること

「蒙古襲来」から日本を守り抜いた
歴史が海に残されていること

海がある地の利を活かした産業が
栄えたこと

海と山が身近にあることで風景や
暮らしが育まれてきたこと
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　地形の成り立ち
を物語る地層の
露出箇所や、地質
鉱物等を見ること
ができます。当地
の地形を活かし
育まれた歴史も
多数存在します。
　 弁天島岩脈（福島町）

鷹島２号沈没船 石工モニュメント
（アジフライの聖地松浦）

田ノ平浮立（志佐町）

松浦魚市場（調川町） 文禄の役松浦家供養塔（今福町）

　蒙古襲来の歴
史を現在まで色
濃く受け継ぎ、水
中遺跡調査の最
先端を進んでい
ることは本市の大
きな財産です。　

　本市は、かつて
炭鉱で栄えたまち
です。海運に適した
場所という強みを
活かしながら、エネ
ルギー産業や石工
業といった産業が
繁栄しました。

　人々の暮らしを
物語る風景や、漁村
集落・農村集落を
中心とした伝統的
な行事が育まれ、
今に受け継がれて
います。　

　古代から、海の
幸と山の幸に恵ま
れ、本市の特産物
が各地に運ばれて
いました。多彩な
郷土食も生み出さ
れ、豊かな食文化
が育まれています。

　「松浦党」の発祥
の地であり、松浦
党に関連する文化
財が身近に残って
います。一族の結
束の強さや水軍と
しての活躍が今な
お語り継がれてい
ます。

■ 松 浦 市の 歴 史 文 化 の 特 徴

調川調川
今福今福福島福島

鷹島鷹島

飛島飛島

黒島黒島

青島青島

星鹿星鹿

御厨御厨
志佐志佐

本市の歴史文化の特徴

[特徴１]海辺や河岸等で火成活動や地殻変動の痕跡を見ることができること

[特徴２]古来より豊かな海産物や農産物に恵まれた地であり続けていること

[特徴３]海を行き来した武士団「松浦党」の歴史文化が語り継がれていること

[特徴４]「蒙古襲来」から日本を守り抜いた歴史が海に残されていること

[特徴５]海がある地の利を活かした産業が栄えたこと

[特徴６]海と山が身近にあることで風景や暮らしが育まれてきたこと

海との深い関わりの中で松浦固有の歴史文化が育まれていること

本市の歴史文化の特徴は、「海との深い関わりの中で松浦固有の歴史文化が育まれていること」です。
市内にはそうした歴史文化の特徴を物語る「ばしょ」・「もの」・「いとなみ」が数多く存在しています。

３

保存

海との深い関わりの中で
松浦固有の歴史文化が育まれていること

松浦市の歴史文化の特徴松浦市の歴史文化の特徴

海とつながる松浦の歴史文化を誇りとするまち
-目指す方向-

-基本目標-
文化財を磨き、輝かせ、次世代につなぐ
好循環を官民協働で生み出す

海との深い関わりの中で
松浦固有の歴史文化が育まれていること

松浦市の歴史文化の特徴松浦市の歴史文化の特徴

海とつながる松浦の歴史文化を誇りとするまち
-目指す方向-

文化財の持続的な保存・活用

海との深い関わりの中で松浦固有の歴史文化が育まれていること

調査研究活用

継承支援

調査研究

防災・防犯

学校教育・
生涯学習

観光振興

地域まちづくり

保存修復

公開発信

松浦市の歴史文化の特徴



図　基本目標図　基本目標

本市は、奈良時代初期に編
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』にある、「松
ま つ ら の

浦郡
こほり

」から続く由緒ある「松浦」と
いう地名を市の名称に受け継いでおり、「松浦」の歴史文化は市民の誇りになっています。

海は、古くから人々の暮らしに欠かせない存在であり、本市の歴史文化と深く関わってきました。そ
の歴史は、人々の郷土に対する愛着や誇りとなり語り継がれてきました。様々な年中行事や言い伝え
をはじめ、海がある暮らしが本市固有の文化財の創造にも繋がってきたと考えます。

本市は、歴史文化の特徴をより多くの人々と共有し、そうした人々とともに文化財を持続的に保存・
活用していくため、 「海とつながる松浦の歴史文化を誇りとするまち」 を松浦市の目指す方向として掲
げ、その実現に取り組んでいきます。

本市は、少子高齢化の時代を迎え、これまで当たり前の存在であった歴史文化の継承も危ぶまれる
ようになっています。市民の誇りとして継承されてきた郷土の歴史文化や文化財を次世代に継承させ
るためには、先人と同じように、現代に暮らす私たちが一致団結し取り組んでいかなくてはなりません。

本市は、「海とつながる松浦の歴史文化を誇りとするまち」の実現に向けた基本目標として「文化財を
磨き、輝かせ、次世代につなぐ好循環を官民協働で生み出す」ことを掲げ、官民協働を重視し、文化財
の調査研究から、文化財の保存、そして活用の推進に取り組みます。

本市は官民協働で文化財の調査研究に取り組み、
調査研究で得られた文化財情報は、民間及び専門家
との共有を基本とし、保存や活用の基礎資料等とし
て積極的に活かしていくことを目指します。

本市は、民間及び専門家の理解と協力を得て、文
化財の価値や保存環境等に応じた適切な保存修復
と継承支援、そして文化財の防災・防犯の推進に取り
組みます。

本市は、松浦市に愛着のある関係人口を増やして
いくとともに、経済活動や民間活力の活用等を通じ
た文化財の保存に係る資金獲得も目指し、文化財の
活用に繋げる好循環を生み出します。活用にあたっ
ては、官民協働で公開発信、学校教育・生涯学習、観
光振興、地域まちづくりの推進に取り組みます。

（１） 調査研究（１） 調査研究

（２） 保存（２） 保存

（３） 活用（３） 活用

■ 基 本目標

■目指 す 方 向

４

保存

海との深い関わりの中で
松浦固有の歴史文化が育まれていること

松浦市の歴史文化の特徴松浦市の歴史文化の特徴

海とつながる松浦の歴史文化を誇りとするまち
-目指す方向-

-基本目標-
文化財を磨き、輝かせ、次世代につなぐ
好循環を官民協働で生み出す

海との深い関わりの中で
松浦固有の歴史文化が育まれていること

松浦市の歴史文化の特徴松浦市の歴史文化の特徴

海とつながる松浦の歴史文化を誇りとするまち
-目指す方向-

文化財の持続的な保存・活用

海との深い関わりの中で松浦固有の歴史文化が育まれていること

調査研究活用

継承支援

調査研究

防災・防犯

学校教育・
生涯学習

観光振興

地域まちづくり

保存修復

公開発信



■ 文 化 財 の 保 存・活 用 の 方 針と 措 置

■ 基 本 的 な 考 え 方

文化財アクションプラン

１.調査研究

３.継承支援

４.防災・防犯

２.保存修復

６.学校教育・
   生涯学習

７.観光振興

８.地域まちづくり

５.公開発信

文化財マスタープラン

-松浦市の歴史文化の特徴-

海とつながる松浦の歴史文化を誇りとするまち

-目指す方向-
〇目指す方向

文化財を磨き、輝かせ、次世代につなぐ
好循環を官民協働で生み出す

〇基本目標

● 海辺や河岸等で火成活動や地殻変動の痕跡を見ることができること

● 古来より豊かな海産物や農産物に恵まれた地であり続けていること

● 海を行き来した武士団「松浦党」の歴史文化が語り継がれていること

● 「蒙古襲来」から日本を守り抜いた歴史が海に残されていること

● 海がある地の利を活かした産業が栄えたこと

● 海と山が身近にあることで風景や暮らしが育まれてきたこと

海との深い関わりの中で
松浦固有の歴史文化が育まれていること

調査
研究

保存

活用

「文化財マスタープラン」では本市の歴史文化の特徴を設定しました。松浦党と蒙古襲来に関す
る歴史文化は、市民多くの誇りであり、日本史や世界史にも通じる歴史文化として重要と考えてい
ます。
「文 化 財アクションプラン」で は、市 内 に所 在 する文 化 財を俯 瞰しつ つ、松 浦 党と蒙 古 襲 来 に関

する歴 史 文 化を重 視し、今 後 1 0 年 間で推 進する重 点 的 かつ総 合 的なアクションプランを、調 査 研
究、保 存（保 存 修 復、継 承 支 援、防 災・防 犯）、活 用（公 開 発 信、学 校 教 育・生 涯 学 習、観 光 振 興、地
域まちづくり）に分けて設定しています。

文化財アクションプランに定める方針と措置の全体像を右頁に整理しました。本市では、これら
の措置を官民協働で推進していきます。

３．文化財アクションプラン

５

「文 化 財アクションプラン」では、「文 化 財マスタープランを踏まえつつ、文 化 財の保 存・活 用の方
針、および文化財の保存・活用に関する具体的な措置等を設定します。

図　文化財アクションプランの基本的な考え方図　文化財アクションプランの基本的な考え方



一石型木製いかり発掘調査一石型木製いかり発掘調査

木製いかりの保存処理木製いかりの保存処理

蛇踊り蛇踊り

埋蔵文化センター埋蔵文化センター
防火避難訓練防火避難訓練

松浦こども博での出展松浦こども博での出展

いかりパネルを使ったいかりパネルを使った
体験学習体験学習

海との 深 い 関 わりの 中で 育まれてきた 松 浦 固海との 深 い 関 わりの 中で 育まれてきた 松 浦 固
有 の 歴 史 文 化を深 掘りする調 査 研 究 の 推 進を目有 の 歴 史 文 化を深 掘りする調 査 研 究 の 推 進を目
指します。指します。

海とつ な がる松 浦 の 歴 史 文 化を物 語るばしょ・海とつ な がる松 浦 の 歴 史 文 化を物 語るばしょ・
ものの文化財の中から緊急性の高いものを見極ものの文化財の中から緊急性の高いものを見極
め、保存修復していくことを目指します。め、保存修復していくことを目指します。

海とつ な がる松 浦 の 歴 史 文 化 を 物 語るいとな海とつ な がる松 浦 の 歴 史 文 化 を 物 語るいとな
み の 文 化 財 を 継 承 する市 民 団 体 を 支え、継 承しみ の 文 化 財 を 継 承 する市 民 団 体 を 支え、継 承し
ていくことを目指します。ていくことを目指します。

海とつ な がる松 浦 の 歴 史 文 化 を 守るた め 、文海とつ な がる松 浦 の 歴 史 文 化 を 守るた め 、文
化 庁 が 定 め た『防 火 対 策ガイドライン』等を踏ま化 庁 が 定 め た『防 火 対 策ガイドライン』等を踏ま
え、当 該 文 化 財 の 所 有 者とともに防 災・防 犯 対 策え、当 該 文 化 財 の 所 有 者とともに防 災・防 犯 対 策
の充実を目指します。の充実を目指します。

海と松浦との歴史的な関わりの深さを広く市内海と松浦との歴史的な関わりの深さを広く市内
外に伝える文化財の公開や歴史文化の情報発信外に伝える文化財の公開や歴史文化の情報発信
を目指します。を目指します。

海と松 浦との 歴 史 的 な 関 わりの 深さを 市 民 を海と松 浦との 歴 史 的 な 関 わりの 深さを 市 民 を
中 心 に 伝える学 校 教 育・生 涯 学 習 の 推 進を目指中 心 に 伝える学 校 教 育・生 涯 学 習 の 推 進を目指
します。します。

　鷹島海底遺跡発掘調査の実施
　鷹島海底遺跡出土遺物の調査研究
　水中考古学研究センターの機能強化
　未把握の水中遺跡の把握
　水中遺跡の周知化

　国指定史跡鷹島神崎遺跡保存管理計画書
　の見直し 
　元軍沈没船のモニタリングの継続
　鷹島海底遺跡出土遺物の保存に関する
　研究体制の構築
　保存・保管施設の維持・更新
　保存・保管施設の在り方検討

　松浦党や蒙古襲来等に由来する無
　形の民俗文化財等の継承支援

　埋蔵文化財センターの防災対策の
　検討

　松浦市生涯学習センター内郷土資料
　コーナーの見直し
　市内公共施設等での文化財公開
　鷹島海底遺跡出土遺物の情報発信
　水中考古学・水中遺跡に関する気運の醸成

　海を行き来した松浦党の伝統や
　誇りの未来への伝承
　国史跡「鷹島神崎遺跡」や蒙古襲来
　の歴史に関する学習機会の提供

６

調査研究

保存修復

継承支援

防災・防犯

公開発信

学校教育・生涯学習

海との 深 い 関 わりの 中で 育まれてきた 松 浦 固海との 深 い 関 わりの 中で 育まれてきた 松 浦 固
有の歴史文化や文化財を活かした観光振興の推有の歴史文化や文化財を活かした観光振興の推
進を目指します。進を目指します。

　蒙古襲来の歴史を活かした交流
　人口推進事業

観光振興

松浦水軍まつり松浦水軍まつり

海との 深 い 関 わりの 中で 育まれてきた 松 浦 固海との 深 い 関 わりの 中で 育まれてきた 松 浦 固
有 の 歴 史 文 化 や 文 化 財を活 かした 地 域まちづく有 の 歴 史 文 化 や 文 化 財を活 かした 地 域まちづく
りの推進を目指します。りの推進を目指します。

地域まちづくり
　上位計画等の見直し作業等への参画
　松浦党、蒙古襲来関連史跡を活用
　したまちづくりの推進
　蒙古襲来ゆかりの自治体をつなぐ
　ネットワークの構築

図　文化財の保存・活用の方針と措置図　文化財の保存・活用の方針と措置

重 点 的 措 置
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重 点 的 措 置

重 点 的 措 置

重 点 的 措 置

重 点 的 措 置

重 点 的 措 置

重 点 的 措 置
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■ 計 画 の 体 制

松浦市文化財保存活用地域計画推進協議会とは

　　　本計画の実施に係る進捗の確認、指導・助言　　　

文化財の調査研究、専門的
又は技術的な事項について審議

　　官民協働による文化財の保存・活用

４.民間との連携
〇所有者
〇保存団体
〇市民
〇市民団体
〇自治会
○まちづくり運営協議会
〇商工・観光団体
〇企業　　等

３.庁内体制（松浦市）

〇文化財課

　　　協働

〇関係課

支援
文化庁

　・防災課
　・文化観光課
　・学校教育課
　・生涯学習課
　・政策企画課
　・都市計画課

　

長崎県学芸文化課

５.専門家との連携

　

〇大学・研究機関　等

　　　協働 文化財防災センター

６.国・県等との連携

２.松浦市文化財保護審議会

１.松浦市文化財保存活用地域計画推進協議会

本市は、本計画の推進に向けて、民間、専門家、国・県等と連携し、官民協働で文化財を重点的かつ
総合的に保存・活用していくため、松浦市文化財保存活用地域計画推進協議会を新設するとともに、
松浦市文化財保護審議会と庁内体制の強化に取り組みます。

推進協議会は、本計画どおり進んでいるか確認する
ために設置する体制です。

本市は、推進協議会の開催により民間や専門家との
連絡調整に努め、推進協議会の指導・助言を踏まえ、
本計画の進捗管理等に取り組みます。

松浦市の公式ホームページで計画
の全文を公開しています。

７

図　文化財の保存・活用を推進する体制図　文化財の保存・活用を推進する体制


